
シンポジュウ厶 「人聞の安全懆障と私たちの見た世昇」

討論 パネ リス ト;

竹原成悦 国際協力機構(JICA)人 間の安全保障担当

片山信彦 ワール ド・ビジョン ・ジャパン常務理事 ・事務局長

原田勝広 日本経済新聞編集委員

モデレーター:

中村恭一 文教大学国際学部教授

中村:今 日は、"人間の安全保障と私たちの見た世界"と いう非常に重要なテーマを通 し

て、皆さんに今の世界がどのようになっているかということを知る機会 としていた

だきたいと思います。拝仙マイケル学長もこのシンポジュウムへの出席を希望 され

ていたのですが、どうしても所用のために来られなくな りました。その代わりにビ

デオ・メッセージを用意 してくれましたので、本 日の開会の挨拶 として皆 さんに聞

いていただきたいとおもいます。

拝仙:開 会メッセージは前掲

中村:拝 仙学長の挨拶からも、民族紛争が多発 し、そのため犠牲になるのも多くの 般

市民で、まさに人間の安全保障の問題が今の世界を語る上で不可欠であることが

分かったと思います。 この夏も、文教大学の学生達の文教ボランティアズが、ク

ロアチアとボスニアへ行って、紛争被災者たちのためのボランティア活動をして

きました。その折に同行 した私たち教員にとっても初めてとい う経験をしました。

そこでこのボスニアで体験 した活動で、人間の安全保障と関係 した重要な報告を、

同行 した生田先生(生 田祐子国際学部助教授)か らしていただくことにいた しま

す。

生田:ボ スニアでの民族浄化の拷問体験者と犠牲者に関する報告は前掲

中村:あ りが とうございました。紛争現場の報告で、皆さんもかなり衝撃を受けたかと

思います。それでは、今からパネルディスカッションに移りたいと思います。

まず今 目のパネ リス トを紹介いたします。私の隣の方は、JICAの 人間安全保

障を担当されている竹原成悦さんです。竹原さんは文教ボランティズが東ティモ

ールで活動 した際、現地で大変お世話 にな りました。本 日はJICAが 「人間の

安全保障」にどのように取 り組んでおられるかをご紹介 していただくことになっ

てお ります。

竹原さんの隣の方は、片山信彦 さんです。片山さんは日本で も最大規模のNGO

であるワール ド・ビジョン ・ジャパ ンの代表です。本 日は、実際に世界で困って
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いる様々な人たちを支援する活動をする立場から、「人間の安全保障」の現場のお

話などをしていいただけたらと思ってお ります。

その隣の方は、原田勝広 さんです。原田さんは長く国際問題、特に国連問題を中

心 とした報道に特派員 として携わ り、最近は国連職員が世界各地でどのような仕

事をしているか とい う記録を出版されてお ります。またNGO問 題にも詳しい日本

経済新聞のベテラン記者です。

ではパネルディスカッションに入 りますが、「人間の安全保障とは」について、私

か ら簡単に要約 して、参考にしていただきたいと思います。皆さんのパンフレッ

トの中に挟み込まれてお ります紙を見てください。「人間の安全保障とは、人び と

の生にとってかけがえのない自由を守 り、それを広げていくことである。そのた

めには、人び とを過酷な脅威か ら守るとともに、自らの生のために行動すること

ができるよう、その能力を強化 しなければならない」。これは、緒方貞子JICA理

事長 とノーベル経済学賞受賞者であるアマルティア ・セ ン教授が共同議長 を務め

た 「人間の安全保障委員会」の報告書の 「序」に示 されている言葉です。人間の

安全保障というテーマを初めて国連の文書 として取 り上げたのが、1994年 国連開

発計画(UNDP)が 出した 「人間開発報告」です。その背景 としては、80年 代後半

から90年 代初めにかけて、人間を中心とした開発、とい う考え方が開発の世界に

おいて大きな位置を占めて参 ります。94年 から95年 にかけて、2つ の大きな会議

がありました。1つ はカイロでの国際人口開発会議、もう1つ は95年 コペンハー

ゲンでの社会サ ミッ トで、ここで人間の安全保障 とい う問題が主要テーマ として

取 り上げられました。人間の安全保障に関 してさらに詳 しくは、私のペーパー(前

掲)を 参考にしていただくことにして、これか らパネ リス トの皆さんにまずそれ

ぞれの立場から、プレゼンテーシ ョンをしていただきたい と思います。

竹原:プ レゼンテーシ ョン詳細前掲

中村:竹 原 さん、どうもありがとうございました。では次に竹原 さんがお話 ししてくだ

さったように、スーダンやチャ ドでもずっと支援活動をしてきたワール ドビジ ョ

ンの片山さんより、具体的に人間の安全保障にかかわるNGOの 活動を説明してい

ただきます。

片山:は じめまして、片山です。JICAの お話では最近になって現場での活動を強化

されるようになったそ うですが、NGOと して、私たちはずっと現場で働いてお

ります。ODAと はほとんど無関係なので、民間の方々の意志を受け継いで、現

地の人び とに直接支援 しています。そ して、私 どもといたしましては、緊急的支

援や貧困を対象としたものや、HIVに 関す る支援をして参 りました。そ うい う

現場で活動する上で、人間の安全保障 とい う考え方は、未だピンと来ない とい う

面もあります。つまり私たちがずっとやってきたのとどこが違 うんだ!と 思 うた

めです。具体的な話にはいる前に、話は少 しずれてしまうのですが、整理 したい

一22一



と思います。

片山:プ レゼンテーション詳細前掲

中村:片 山さんどうもありがとうございま した。それでは次に原田さんにお話をしてい

ただきます。

原 田:今 日は。私はボスニアにもアフガニスタンにもイラクにも行きました。東テ ィモ

ールへも行きました。先ほどのボスニアの報告をみて、やっぱ り人間は悲しいな、

という暗い気持ちになりま した。私は、戦争は無 くならないと思います。人間は

いいところと醜い ところがありますが、戦争では醜いところが引き出されます。

ボスニアは宗教の対立とされていますが、本当にそ うなのか疑問です。殺 される

前にやってしまお う、とい う恐怖が引きだされたものと思います。JICAは 人々

のいい部分を引き出すいい仕事なのだとうらやま しく思います。人間の安全保障

というのは非常に難 しい。これを理解するために、3つ のキーワー ドをもって、ジ

ャーナ リス トである私の視点から解説いた します。

原田:プ レゼンテーション詳細前掲

中村:あ りがとうございました。わかりやすく、UN中 心にお話しをしていただきました。

これからパネリス トの方々との話 し合いに移 りたい と思います。私からの質問と

して、国家がその国の国民の安全や 自由を守れない とい うことがあります。その

場合 どこまで外国のNGO、 あるいはUNやJICAな どが支援すればいいのか という点

に関 して、それぞれお話 ししていただけた らと思います。

竹原:私 自身3年 間東ティモールにいて、まさに国家 としての独 立前後、政府機能が非

常に弱いときに活動 しておりま した。 日本 とアメリカの支援アプローチは大きく

異な り、 日本の場合はある程度仕方が無く、政府の力が強くなるのを待つ間、NGO

な どに支援をしていくというものでした。一方アメ リカは、より人びとに直接的

なサポー トをします。私 自身の感想 としては、現地の人々 自身が自分たちを保護

していくためのメカニズムを作ることが大切で、現地の政府、現地のNGOな どを

強化 していくのが、現実的であるように思われます。

片山:国 家を考える上で、いくつかの状況があるように思います。1つ は軍事政権、ある

いは経済的な基盤が弱い、そのような場合NGOと してはどうしても限界を感じま

す。紛争中の援助 とい うのは、非戦闘員が傷害を受ける可能性が非常に高いため

です。入っていくことによって、現地のバランスを崩す可能性 もあります。また

NGOは 武器を持っていません。そのためそのような国家の場合は、どうしてもUN

などに治安を維持 していただかないといけないと思います。 しか しイラクのよう
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に軍隊を派遣するとい うことは、微妙な問題であり、 日本の自衛隊が行 くことに

よって、私たちのようなNGOも 同じように見なされ、中立的な立場ではなくなっ

てしまいます。その結果その国に入れなくなりますが、 しか し入 りたい!と い う

ようなジ レンマに悩まされます。 日本のNGOも そうなのですが、ほとんどのNGO

は自分たちで全てやるということはありません。地元の方々と協力します。 日本

人の役割は、マネージメン トすることや専門的なことです。誤解を招かないよう

に申 し上げますが、 日の丸を掲げて入るとい うことは違 うと思います。そ うでは

なく、現地でやることを、私たちが調整 していくのです。

原田:介 入とい うと、セルビアの空爆のようなイメージが出てきますが、今回の質問は

援助に絡む介入 と理解 します。国家主権 とい うのは当然あ り、それを尊重 します。

そ してその国家が機能 していない場合。破綻国家の場合は、外国が直接入ること

は認められていません。UNの 暫定的なもののみです。例でい うならカンボジアな

どですが、その枠の中で、支援をするように理解 しています。破綻国家ではなく、

一般的な場合、国による援助であるODAな どもありますが、NGOの 方が迅速で、き

め細かい支援が出来るように思います。 この流れから、北の先進国のNGOが 一方

的に支援するのではな く、地元の人たちを支援するため、地元のNGOの 人たちと

連携するとい うことを念頭に入れなければ、長い 目で見ればその国のためにはな

らず、そ して自己満足で終わってしまうように思われます。

中村:あ りが とうございます。 三人 とも現地 のNGOと の パー トナー シップ を重要視す る

とい うもので した。次 にJICAに し ろNGOに しろ、緊急支援の際 には どこまでス ビ

ーデ ィー な支援 が出来 るのか
。 また紛争 の際には どの ような対応 が出来 るか。¥GO

を支 援す る政府 が どの よ うな考 え方を持つべ きか、 とい うことをお話 ししていた

だ きた い と思 います。

片山:難 しい ところですが、イラクの場合、私たちも入っていきました。一概にNGOと

いっても様々な規模の場合があります。イラクに関してですが、イラクにおいて

あのようなこと(戦 争状態)が 起こるということが事前に情報が流れてきてお り、

事前にこのようなときはどのようにするか、というようなシナ リオをいくつか考

えてお きます。 とくに軍事的な場合は。もともとイラクの中には困っていた人た

ちがいま したので、フセイン時代に一度入ったのですが、安全が確保できないた

めに出ました。そして先ほど述べたようなジレンマが発生いたします。

原田:中 村先生が非常にいい質問をなさってくれたので、竹原さん、片山さんのお二人

に意地悪い質問をさせていただきます。外から見ていて疑問に思っていることな

のですが、たとえば外務省のお金 を使 うときに、規制が非常に厳 しいか と思いま

す。45日 間ルール とい うのがありまして、アフガンの時に(政 府の)お 金は出た

のですが、紛争が起きてNGOは アフガンには入れず、アフガンの方々もパキスタ
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ン側に出られませんで した。NGOの 方々はパキスタン側で待っていたのですが、や

ることがない。その うちに45日 が経ってしまった。外務省は 「そのような場合は

仕方がないJと 言っていたのですが、つまり45日(内 にpf画実施)に は全 く意味

がなかったわけですね。お役所はそのようなことにうるさい。

危険度の問題でも、危ないところには行ってはいけません、というのもあります。

基準はUN職 員がいるか どうかなのですが、非常に うるさいですね。竹原 さんは外

務省ではないのです けど、JICAも 非常に厳 しいですね、そのような観点でお話 し

いただけたらと思います。

片山さんには、NGOの 協力とい うことに関して質問したいのですが、…般的に日本

のNGOは 規模が小さいですよね、アメリカの10分 の1く らいなのですが、合併で

はないですが、日本 もNGO同 士が一緒に協力してや ることは出来ないのですか。

その方が力も発揮出来るのに。 しかし基本的にNGOは そういうことを嫌が り、独

立自尊をっらぬきますね。そのことに関 して、コメン トをいただけますか。

竹原:ス ピー ドを持って入ることに関 しての障害はあります。1つ は安全の問題、2つ め

は法律の問題、3つ めは得手不得手です。

安全についてですが、JICAはUNな どに比べて、厳 しい基準を持っています。これ

は援助関係者に関す る責任が厳格とい うこともあります。それからUNと 比べて、

安全などにかけられ るお金 ・ひ との問題があります。 日本の場合は、(セ キュリテ

ィーの)専 門家が(現 地で一緒に)い るわけではないので、(現地で活動する)オ

フィサーがセキュリティーのことも考えなくてはならず、基本的に情報 もUNな ど

からもらうために、安全に関してどうしても後手後手になってしまいます。その

ような現実的なことを考えて、(危険地域での活動には)厳 しくなっているのが現

状です。 しかし現在の状況に反省もあり、改善されつつあります。

法律に関しては、人為的な災害の復興支援は国会の答弁によりPKO法 が優先的

に適用 され、JICAは 入れないのです。

最後に得手不得手についてですが、緊急支援の際は多くの援助機関が集ま りすぎ

て現地の人たちが調整できずに、かえって迷惑になることもあります。全体を考

えて、私たちが入るよりも国際機関が入った方がいい場合には任せることもあり

ます。以上3っ が、私たちの縛 りになっているといえます。

片 山:日 本にNGOは500～600あ る といわれ ています。活動分野 は違 うし、何 よ りも ミ

ッシ ョンや ビジ ョンが違 うのです。個 々のNGOが 掲 げてい るゴール も違 います。

自発 的に何か をや りたい!と 考えてい る人た ちが集 まってい ます。NGOの 給 料

は良 くない です し……。個人 として集 まった 人た ちは ビジ ョンや ミッシ ョンに関

しての意識が非 常に強い のです 。確 か に外か ら見た ら、 も うちょっ と仲 良 く した

らとか、企業 のよ うに スケール ア ップ した ほ うがいい とい う意見 もご もっ ともで

す が、その よ うな事 も少 しずつ は出来てい るよ うに思い ます。合併 した、 しか し

分 裂 した とい うよ うな意見 はよ くき くのですね。 しか しプ ロジェク トベ ースで 一一
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緒にや りましょうとい うのはあ ります。そのためいずれ合併などとい うのはある

のかもしれませんが、難 しいように思われます。

中村:あ りがとうございます。原田さんも関係 しておられるジャパ ン ・プラッ トフォー

ムのように連携 しながら、かっ分担 し合 うとい うような協力体制も生まれている

のは、大きな前進だ と思います。 ところで、安全の問題で、たとえばコソボは非

常に安全な状態であるのにもかかわ らず、外務省は、コソボは危険な所 としてい

ます。これは3年 前にあったイラクにおいて3人 の日本の活動家が人質になって

外務省がたたかれたことも関係 しているように思われるのですが、原田さんいか

がでしょうか。

原田:あ れは非常に難 しくて、素人(の 行動)を めぐって(政 府も)か なりたたかれて、

ノイローゼのようになってしまいま した。 この問題は新聞社内でも議論が分かれ

ました。私の考えとしては、あのようなボランティア精神は大事だと思います。

ただ彼 らのように全 く治安に関して考えていなかったのは、落ち度があります。

しか し、そのような(ボ ランティアの)気 持 ちがないと、現地の人たちを誰が助

けるんだ?と い うことになるので、そのような気持ちを持ちながら安全対策を維

持するのがいいとい うのが結論です。あのときはですね、アマチュアだから入れ

たとい う側面があります。大きなNGOは 止められて、小さなNGOが 援助 して

いました。片山さんの ところはどうで した?

片山:NGOの 中でも意見が分かれ、精神 としてはよく分かります。 しか し逆に、状況

をしっか り把握 し、正確な情報から撤退す るとい うことも必要な勇気だと思いま

す。彼 らは陸路で入ったのですが、そのようなNGOは 全くいませんでした、そ

の点か ら彼 らにはセキュリティー情報がなかったということが分か ります。 しか

しあんなに(政 府が活動家たちを)バ ッシングをする必要は無かったと思います。

中村:い ろいろと現場体験を持ち、また直接問題に向き合われた皆様ならではのお話を

伺 うことができました。ありが とうございました。
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